
 
様式 C-7-2 

自己評価報告書 

平成 24 年 4 月 19 日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究分野：物理化学 
科研費の分科・細目：数物系科学 原子・分子・量子エレクトロニクス 
キーワード：原子衝突反応・電子スピン・反応動力学・電子構造・固体表面・衝突エネルギー 
 
１．研究計画の概要 
 本研究課題で計画していることは、 

(１)スピン偏極励起原子ビーム源の開発、 

(２)強磁性体に吸着した有機分子を対象と

した立体ダイナミクス研究、 

(３)界面の電子構造の変化の観測、である。 

 特に３番に関して、アルカリ金属原子な

ど反応性原子の多くは開殻系であり、表面

における有機分子との反応過程に興味が持

たれる。本研究課題で開発するスピン偏極

励起原子ビームを用いた衝突エネルギー分

解２次元ペニング電子分光法では、反応性

原子との相互作用によって生成したラジカ

ルのイオン化状態に帰属されるバンドのス

ピン偏極から、その反応過程に関する情報

を得ることが出来る。低温の磁性体表面に

反応性原子を蒸着し膜厚増加に伴う表面電

子状態の変化や、昇温によって誘起される

反応による磁性の変化を基板温度を変えな

がら観測することも目的の一つである。 

 
２．研究の進捗状況 
 スピン偏極励起原子ビーム源の開発なら

びに調整を行うことと平行して、準安定励起

原子ビームを用いた立体ダイナミクス研究

から、有機金属錯体の電子構造と、界面の有

機分子の電子構造の変化の観測を行い、それ

ぞれで成果をあげている。特に、これまで明

らかでなかった開殻系の有機金属錯体の電

子構造の研究まで進展させることができ、分

子磁性の基礎的研究に関連させることが出

来ると考えている。また、アルカリ金属原子

とチオフェンやピロールなどの五員複素環

式化合物を低温の金属基板上に蒸着させて

緩やかに加熱することで、反応（電子構造の

変化）を観測することが出来た。この反応生

成物の反応断面積の衝突エネルギーを観測

した結果、脱水素化によって反応が起こって

いることを立体ダイナミクス観測の観点か

ら明らかにすることが出来た。 
 
３．現在までの達成度 
③やや遅れている。 
理由：スピン偏極励起原子ビームを界面の有

機分子に適用する予定だったのが、まだ安定

した条件で出来ていない。また、東日本大震

災によって装置類の転倒や停電などがあり、

中断している。 
 
４．今後の研究の推進方策 

 早急に装置類の修理・改良を行い、安定し

た条件で準安定励起原子ビームを用いた実

験を行えるように努力する必要がある。また、

表面電子状態の変化の研究では、開殻系の遷

移金属錯体とアルカリ金属の組み合わせな

ど様々なアルカリ金属を用いた実験を行う

などの研究展開を図る予定である。 
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